
令和4年度 多職種連携研修会
アンケート結果

開催日時：令和4年11月26日（土） 13:00～16:00
開催形態：オンライン（zoom）研修
参加者数：29名（医師4名、歯科医師1名、薬剤師4名、看護師2名、介護支援専門員8名、包括職員4名、

管理者1名、相談員1名、介護職員2名、リハビリ専門職1名、相談支援専門員1名）
回 収 率：68.9％

Ⅰ 研修全体についておたずねします
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5－1．本日の研修会の感想について（講義）
・アセスメントとして活用したい
・初回の利用者への聞き出しが下手なので、書式があるとやりやすいと思いました。
・そもそもどうゆうものかが少し理解できました。
・他職種の方の意見を聞くのが興味深かった。
・実際に体感できたから
・要支援者との関わりの中で、ACPについて何かできないかと関心があった。対象者もすぐ
に思い浮かび、今後の業務に活用したい。

・ACPという言葉を初めて知り、自分の人生会議も検討したと思った。
・ACPについての講習は初めてうけたので学ぶことだらけだった。
・歯科でも活用できそう
・ACPは言葉しか知らなかったので、具体的な取り組みについて学ぶきっかけになった
・様々な言葉・表現の違いが分かった。
・今までAPCポートフォリオについて何も分からなかったから振り返りができた
・zoomでの研修で、意見交換や他の方の意見を聞くことができて参考になった。
・ACPを分かりやすく説明していただいた
・なんとなく知っている事を改めて確認できた
・話の話題、患者様からの話の聞き方など参考になりました。
・より良いアセスメントにつながると思う



5－2．本日のセミナーの感想について（ACPポートフォリオの演習）
・活用していきたい
・認知症の方も答えられる内容と思いました
・意外と短い時間でも作成できることに驚いた
・ポートフォリオ自体は使いやすいと思う。
・意思確認のツールとして活用できると感じた
・実際に、何をどのように本人とお話しするか、そのためのツールの理解と活用方法が学
べた。

・アセスメントシートより堅苦しくない、ACPポートフォリオは話の幅を広げるツールと
利用出来そうなため。

・何を聞き取り、何に繋げていけるのかわからないまま質問してたから、1番最後の大事
な質問まで辿り着けなかった

・使ってみなければわからない。
・演習することで具体的な活用場面をイメージすることができる
・新たなツールに巡り合えた
・インタビューの順番
・取り組みやすい内容であったから
・実際に活用し初対面の方であったが、その方の大切なことや人生の価値観を共有でき密
なコミュニケーションをとることができた。

・参加者の意見も様々で使用法の参考になった
・ポートフォリオについて学ぶのが初めてだった。
・服薬指導の際、患者様の思い、考えなど聞き取り参考にしていきたいと思います
・仕事上で活用できると感じたから

6.本センターの研修会で取り組んで欲しいテーマや内容、進め方などがあれば記入して下さい。

・現状のものでよいので、幅広く声をかけてほしい。
・外来通院している高齢心不全患者のACPについて知りたい。
・延命や在宅看取りや施設看取りについて



Ⅱ ＡＣＰポートフォリオについておたずねします

聞いたことはあるが内容はよくわからない

取り組みたいと思うが、やり方や業務への取り入れ方がわからない

取り組みたいと思うが、上司や同僚の理解が得られない

患者・被介護者の価値観を基にした治療やケアにつなげられる

多職種連携に役立つ

患者・被介護者の治療やケアについて、数年先を見据えた準備に役立つ

初めて聞いた

必要と思われるが、業務効率を上げないと組み込みが難しい

聞き取りのタイミングに悩む（特に医療的な部分）

患者・被介護者の人生の全体像を捉える
ことができる（医療・介護面に偏らない）

患者・被介護者の持つ価値観を捉えることができる

患者・被介護者の持つ価値観を多職種で共有することができる

患者・被介護者のそれまでの人生を尊重しようと思える

患者・介護者を中心においた質の高い支援を行う意識につながる

特に良い影響はない

コミュニケーションを通してラポール形成にも役立つ

初対面でも話しやすく、関係を作りやすい

ご本人・ご家族との信頼関係が高まる

患者・被介護者が自分自身に関心が
向けられていると感じることができる

30分程度という時間設定があるので、互いに安心して話せる

医療・介護従事者のコミュニケーション力の向上につながる

特に良い影響はない

7－1．アドバンス・ケア・プランニング（ACP）についてどのような認識を持っています
か。当てはまる選択肢を選んでください。（複数回答可）

7－2．ACPポートフォリオを作成することで、医療・介護従事者に与える良い影響について、
当てはまる選択肢を選んでください。（複数回答可）

7－3．ACPポートフォリオを作成することで、医療・介護従事者や患者・被介護者（家族等
を含む）に与えるコミュニケーションに関する良い影響について、当てはまる選択肢を選ん
でください。（複数回答可）



初回アセスメント

多職種連携会議

病院から施設、在宅介護など、医療・介護
環境が変わる際の引き継ぎ場面

初任者研修や事業所内の事例検討会などの研修機会

現在関わっている患者・被介護者に行ってみたい

特に活用したいと思わない

7－5．ACPポートフォリオについて、医療・介護現場で行う際に気をつけた方がよいと思う点、
その他、ご意見やご感想などありましたら、ご自由にお書きください。（自由記述）

・ポートフォリオという名称が難しい。もっと親しみのある、理解しやすい名称が良い。
・作成することを目的にせず、相手の状況に応じて時間や場所を配慮すること
・なぜこれを実施するのか、本人の理解と同意。事前の説明方法は重要。
・形式的にならない。逆に踏み込みすぎない。さじ加減が難しい。
・意思表示が難しい被介護者への活用方法が難しい
・質問内容をしっかり理解したうえで、かつ言葉を選べる職員にしか活用できない。
・患者さん本人の必要性の十分な理解
・ポートフォリオの作成趣旨を理解し、取り組むことが大事。
・質問をしていて、ご本人が話したくない時には無理に進めない事。聞く側の共感や対応ス
キルも重要要素だと実感した。

・質問によっては、聞き取りする側の価値観が反映されるなと思って伺いました
（頼れる人の所で、独身の人や性的マイノリティの人の話があったので）。多くの人には何気
なく話せることが、打ち明けるのに覚悟が必要な場合もあると思うので、それを安心して
話してもらえる関係性作りは気を付けていきたいと思います。

・個人情報なので患者様に無理強いはしない。患者様の機嫌を損ねないように気をつける
・ご本人の思いや意向が変わることがあり、確認が必要だと思う。

8．ACPポートフォリオを、実際にご自身の現場で活用したい、または、ACPポートフォリオ
を実装する研究に協力しても良いと思われる方は、①「ご氏名」、②「連絡先（Emailな
ど）」、③「ご所属（職種）」を教えてください。

1 件の回答
ACPポートフォリオを現場で使用したいが、使用目的や運用手順をまとめ、上司の理解と承

認を得られないと使用は難しい。有益なツールなので使用したい!(^^)!

7－4．ACPポートフォリオを、ご自身が関わる現場で活用したいと思いますか。具体的にイ
メージできる活用場面があれば教えてください（複数回答可）



Ⅲ その他

9．その他ご意見、ご感想を自由にお書きください。

・様々な職種の方が参加され、今後、ACPをすることが当たり前になることを期待します。
・聞き取り場面の実際がありわかりやすかった
・貴重な研修機会をありがとうございました。
・スムーズな進行で受講しやすかったです。ありがとうございました。
・本日の研修は学ぶことが多くこれから役立ちます。自分のことも再確認出来る機会になり
ました。ありがとうございました。

・時間的に30分はとれないのが現状です
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